
聾学校等での算数数学授業の校内研修に 

「ボランティア講師招請事業」の利用を 

                 

                  ろう学校数学教育研究会 黒田俊郎・矢沢国光 

 

ろう数研では新しく「ボランティア講師招請事業」を始めました。これは、聾学校（他

の校種の特別支援学校・学級も含む）の教員が算数数学授業の校内研究会をしたいとき、

近くにいるベテランの数学教育協議会会員に、ボランティア講師として参加してもらえる

よう依頼する事業です。 

ろう数研の会員や数学教育協議会全国大会にこれまで参加したことのあるみなさん、楽

しい授業に教師としての喜びを見いだしたいみなさんには、ぜひ、この事業を利用して、

校内研究会を企画していただきたいと思います。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

2016年度「ボランティア講師招請事業」の要綱 2016 年 7月 29日 

校内研の参加者は、一人でも二人でもかまいません。グループ、学部、全校または、地

域の合同研究会でもかまいません。 

研修の形式は、教材研究、授業研究会、模擬授業、教具作成等いずれでもかまいません。 

学校の所在地は、関東はもとより、北海道から沖縄まで、どこでもかまいません。［場

所によっては近くに依頼可能な講師が見つからない場合もありますが］ 

 

 講師料は、公費から出る場合を除いて、原則無料です。講師にはあらかじめ「ボランテ

ィア講師」であることを了承してもらいます。交通費は、（講師との協議で）必要に応じ

て実費を 講師に支払ってもらいます。 

 

「ボランティア講師」依頼の手続きは、 

（1）校内研の担当者がろう数研の担当者（黒田・矢沢）宛てにメールで、研究会の日時、

参加予定者、場所、テーマ、研修会の形式、講師についての要望を連絡する。 

  黒田 t-kuroda@mtj.biglobe.ne.jp ０４９－２３３－１４５９ 

  矢沢 yazawa@msg.biglobe.ne.jp ０４８－２９４－６０４６ 

（2）ろう数研（黒田・矢沢）が講師を引き受けてもよい人を探し、紹介する。 

（3）校内研の担当者が直接講師に依頼し、謝礼・交通費についても確認する。 

 （4）校内研の終了後、かんたんな報告（書式あり）を提出してもらう。 
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